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エアコン冷蔵庫
見かけ小さい

太陽光発電
現在の太陽光パ
ネルが半分

大きさが半分に

ごみ⇒資源
⇒発電

住宅
Zero Energy House

ZEH

子供と高齢者のつ
ながりのある町

武蔵野クリー
ンセンター
①現在よりも

3倍規模

家と家電を
エコに

エネルギー源

ごみ資源クリー
ンセンター発電

電源100%再生可
能エネルギー化（消
費者の選択）

Aグループ

人のつながり
コミュニティ

プラ削減・リ
サイクル

百年住める家

すべてをシェア・
リサイクル・アッ
プサイクル

量り売りを増や
してプラスチッ

ク削減

行動を変える
ための仕組み

武蔵野市だけ
じゃ世界は変
わらない！

0.00002%の
人口という意識

化石燃料重税が
禁止（生産・消費

もとに）

経済的インセ
ンティブ

人と人とのつな
がりのある町

高くてもバイオマ
スは国産に！

バイオ燃料か電
力による空輸

水素エネルギー
にすべし！

すべてのCO2排
出量の可視化

アプリなどで個
人の意識改革

武蔵野クリーンセ
ンター

②日本全体から
の要望がかなり

あった

緑のまち

畑を増やして自
給自足

緑の多い街

食を変える

代替肉による食
肉からの脱却

Zero carbon
むだのない生活、
エネルギン食品・住

宅・衣類

自転車道路を拡張

自転車専用道

自転車専用道プラを燃やして
発電する

働き方改革

イノベーション
を創出すること
にのみ集中した

働き方
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いつまでも健康
で福祉が充実

一家に一台
ソーラーパネ

ル

居食住に
関しては、
今のままで、

良

道路を徒歩やテ
ラス席で人に楽

しめる

学校内や体育館
の気温が運動に

適切

断熱がいい家
駅近辺で人間中
心の町作り

住まい

自然資源

ゆとりある暮らし

街路樹多い

Bグループ

健康

収入

需要側でもっ
と色んなムダ
を省ける

安定した収益に
つながる生活

コミュニティ
緑にあふれて
いる市

自然資源のある所
との友好関係を
保っている

皆で使える共有スペー
スがたくさんある。食
べたり、飲んだり

レジリエンス

災害時に強い
武蔵野

いろいろな人が小さな
グループで集まってい
る。活動している。

遊びや学べる場が
たくさんある市

SNSのエンタメでム
リなく多世代に周知

ライフスタイル
効率化…
↓

一人一人がどう考えるか？

ゴージャスな施設
はないけど、個性的
な場所がある

2050年の姿、わかりません
理由、今もてはやされてるものダメで

なる。以外な物が出てくる

歴史はくりかえす
↕

昔、良かったものが
今、悪になっている

ムダだって
あるかもしれないけど、積
み上げるしかない！

ノウハウを
発信

個人でも行政にも日
本だけでもできない

↓
リーディングすること
はできる！！

リーディング
city武蔵野

普通に世界一

過密な武蔵野市では
カーボンニュートラル

は無理
①市からの発信
②友好都市

SDGｓが出てきた時に、作っ
た川柳「ＳＤＧｓ10年たったら

元の木あみ。」
それだけ重大な決意が必要

過去の環境の取り組み
の検証が必要では
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Cグループ
走りやす
い歩きや
すい道

水をもっと利
用した町

公園・水が魅力的！

道路ぞいをもっ
と涼しく（木を
増やす）

緑被率の上昇

夏が涼しい

ごみ分別適正
化と回収

緑が
多い

緑化（公園）を加
速的に増やし炭
素を吸収する

子育てしや
すい街

Green Tax市民税 誰でも気軽に遊
べる公園

環境教育 知らない
⇒学校に入っていくような外からの働き

行政側のプログ
ラムなど学校側
への働きかけ

自転車天国

駐輪場を使
いやすく（増
やす）

自転車での生活を
もっとしやすく！

自転車を安
心して運転
できる

コンビニに
置いている

コミュニケーションの大切さ

いらない物を
いる人に気軽
に譲れる

学校の様子が分
かる

コミセンで本
件のテーマを
話し合える市
となりたい

近隣とコミュニ
ケーションができ
て、脱ゼロ炭素に
関して話し合え
る場がほしい

市民以外の人
が訪れてまた
来たくなる

2050年の武蔵野市

世界を引っ張
る街（北欧み
たいな）

住みたい街
No.1

Jリーグのサッ
カーチーム

スポーツ施設で、
エネルギーを発
生させる

住みやすいとは？
魅力的なまちとは？

事故・事件がゼロ

適正な照明で夜
空の復活

ムーバス（電気）
路線の拡充

電気自動車の充電
スポットが多い

全車両EV化
（できれば日
本製）

電気自動車で構
成される市

生活を省エネ化を
進める努力をする

省エネの家屋が最
もウェイトの高い市

としたい

武蔵野市で発電
できるcity

全世帯太陽光パ
ネル設置

家賃が安い

地価・家賃が今
よりも安い

地産地消ショッ
プが身近に

環境負荷ゼロ商品
のみ販売可

食品ロス・物ロ
スが少ない

シェアできるコ
ミュニティー

使い古した物
を交換できる

戦争なき国・
市となる

リサイクルが達
成できる市と

なる
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公共交通機関の
CO2ゼロ

電気自動車
（カーシェア
リング）普及

交通

Dグループ

自然エネル
ギーの電気
を選ぶ

太陽光発電が
全世帯に普及
している

エネルギー

ビルや民家
の屋上に太
陽光パネル
（補助金）

ごみ

武蔵野市からプラス
ティックごみを減ら
す（イベントなどで発

信）

ごみのリサイクル
廃棄物の減少

節電のくらし

エアコンとさよ
ならすることで
本当の健康と
向き合う

環境と考えるこ
とで市民のつな
がる場がある

生活の質
何が大切か考

える

節電などの節約
が当たり前にで

きる

家

平家バリアフ
リーの家

日の当たる家
を増やす

今より気密性
断熱性の高い家
が多くなってい

る

武蔵野市全体
の緑化

緑化

緑豊かな町

親しい人と気
楽に会える町

ゼロカーボンシ
ティ（エコタウ
ン）としていろ
んなイベントで
みんなに認識し
てもらう

趣味が楽しめる

コミュニティ

老人が独りで
も楽しく暮ら
せる町

道徳の時間でもっ
と子どもが環境問
題について話し合
う場がある

未来をになう若者
に緑の地球を残せ
る行動を考える/行

動する

メディアやSNSなどを通じてゼロ
カーボンシティを目指す武蔵野市を
どんどんアピールし発信して欲しい。

私たち（20代）のときには小学校での環境問題に
対する授業が少ないように感じた。もっと道徳な
どの時間を使って討論する必要があると思う。

ジェンダーフリーの実現…自然エネルギーの電気を選びたくと
も、家庭・社会で優位の男性の「安い方がいい」という意見が

通ってしまうという現実が今はあるので。
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Eグループ
共有化

Share

残さない

簡素化

シェア
車、電化製品、
チャリとか

捨てない

必要以上の
ものを欲し
がらない

アスファルト
減らす

リサイクルの完全化

繰り返し物を使う
スタッシャー
ミツロウラップ（エコな）化粧品

が安くなる
〇〇フリー
環境に優しい

自販機はカンば
かり

VRの活用で
省エネ エネルギー多

様化

エネルギー

自宅で発電

省力化

バスを（全
て）トラムに

夏涼しく
冬暖かい家

みん電
or

ソーラー
行政補助

EV化

電化

水力、その
他のエネ
活用

太陽電池
普及

やねのある自
転車などの移
動手段

自転車の走
りやすい街

電車に再
エネ

自動車以
外の移動
手段

吉祥寺のデ
パート全部
再エネ

Green zone

芝生をたくさん！

土を踏める子供

その辺に生え
ている果物を
取って食べる

緑の多い家、
地域

緑化

畑に皆が
集まる

夏に外
で遊べ
るまち

パートナーシップ

そこらじゅうでマ
ルシェ（市場）

美味しいごみをだ
さないカフェの数

日本一！

外食にユニーク
なエコを！

企業 市民

ニーズが変われば企業も変わる

企業が市民にインスピレーション

行政

市議

市民学校

企業

Real

市民の行動は、今の
延長線である限り、
希望がもてない

補助だよりな設置が
なく、更新できない
ものはないか。

生活の質を低下さ
せないことを前提
としているので、改
善が望めない

大規模な食品ロ
ス削減

ゼロカーボンは実現
されていない

市の情況からして、
家庭の排出寄与率が
他に比べて高いので、
実施率は低いのでは

ないか。
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Fグループ

公園・緑 CO2を吸収
するみどりの
多い町

土を多く

再生可能エ
ネルギーの
利用

エネルギー消費
を平準化する
ための電池

水素エネル
ギー

断熱
省エネ家電
（補助金）

電気自動車
市内でまわるゼ
ロカーボンバス

自転車が通りや
すい道路

路上駐車がなく
て、自転車が走り

やすく

使いやすいpublic 
space

シェアスペース

カーシェア

プラスチック削
減 プラごみ減

ITCコミュニケー
ション

在宅勤務

環境問題を考
えなくてもい
い暮らし

窮屈→楽 シンプルに見
えて複雑

カッコイイ
キレイ

移動

エネルギー

ごみ

緑・自然

仕事・コミュニケーション

暮らし

2050年の武蔵野市は、他地域と連携して、様々な環
境問題の解決策をボトムアップで提案するような街に

なっていたら良いと思う。
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・断・遮熱構造
の住宅
・道路整備（人
にやさしい）

住宅に太陽光
パネル

吸収≫排出

・水と緑のきれいな町
・水循環都市

人々の交流
おもいやりと安全
な地域形成

緑化

夏でも涼しい街
農地

楽しい商業施設

バスや飛行機、
電車もクリーン
エネルギー

いろんな電力

公共（学校）

電気自動車

公園

Gグループ

あまり消費し
ないくらし

・ガソリン車が
ない町
・緑が多い街
・静かな住宅地
が残る街

豊かな
水と緑

空気が
きれい

各家庭（家）

暮らし

エネルギー

緑・自然

まちづくり

気候変動対策は一つの市だけでは難しいので、
国際社会にアピールできるような先進的な取組
ができるといいのではないかと思いました。
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Hグループ

緑の中のゼロ
エネ住宅

夏は子どもが外
で遊べる

（自然、温度〇）
緑豊かの
街、公園

良い景観をさ
らに良く

緑が豊か

空気が澄んでい
る

緑・自然が豊か

空気が澄んで、
干川にホタル
がいる

電気の地産
地消

武蔵野市で発
電（再エネ）
地産地消

エネルギーの地産地消

家が自家発電

災害時も電気が
つく家・建物

全戸に太陽光パネ
ルがついている

すべての住宅（戸建/
マンション）の屋根に
太陽光パネル

ゼロエネで換
気の良いオ
フィス・店

再エネの補助（市政）
↓

全ての建物で再エネ
発電

住宅・建物

車よりもバス、自
転車、そして歩き

電気自動車が
走っている（ガソ
リン車はない）

移動

ごみが
少ない

サーマルリ
サイクル
（日本だ
け！）ゼ
ロ！

ごみ

納得感とお
得感（持続可
能な）

カーボンオフセットの先駆的な市
カーボンゼロよりオフセット

みんなお得

情報公開アクセス
市民の納得感

↓
行動変容

カーボン排出量で税
金が決まる？！

政策

市民の納得感
↑

行政の行動変容

例えばプラを
回収
↓

どう使うか

意見は出てるなぜ
実現しない？

関心が低い！
もっと皆が関心を！

環境教育公共を大
切に

うち水の習
慣が伝えら
れている

市民がたて割り
に橋をかける

ライフスタイ
ルの変化と
は？

武蔵野が良い
典型を創る
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Iグループ

自転車で自由に
まわったり、遊べ

る

バスがもっと
もっと

仕事を街で自
由にしている

交通

電気は地産地
消というより自

家発電

車の動力が自
然エネルギー

家族でエネル
ギーを話せる

全家庭で太陽光
発電が使われて

いる

緑の多い町
車の少ない/ない町
老人の住みやすい町

今より気温が
さがり、過ご
しやすい

武蔵野市民が皆仲
良くくらせる町
それがecoにもつ

ながる

Energy

すべてのeco機能がそ
ろっている家

余計なものがない家
くらし

武蔵野市とし自
然の多い地方を
往復して緑にふ
れ守るくらし

地産地消をもっと

地域に協働
のコンポスト
がある

食

街路樹を
畑に！ 牛を放牧できるよ

うに！

森林やみどりが豊か
になっている

木

樹木の里親制度で
木がいっぱい

森林を増やす事について、建物の敷地面積に対
する森林→CO2の吸収量の規定があると良い
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CO2を吸収す
るとお金が貰

える

植物を増
やす

持続可能な商
品を売るお店
が増える。

買い物をすると
きになるべくプ
ラごみが出ない

学校やコミセ
ンで気候変動
について授

業

地域で生ゴミを
コンポストに変
えることでゴミ
を減らす

なるべくエネルギー
の地産地消

家庭だけでなく産
業も（例えば丸井は
再エネ１００％）

食べ物が健康
的、旧来の日本
食にもどってい

る

再生可能エネ
ルギーが家
庭・街を支え
る。停電の懸
念がない。

公共施設に気軽に集まれ
る空間が増えている

自分がどのく
らいのCO2を
排出している
か分かる

自給力が高く
なっている
（食べ物）

畑や森が今
より増えて
いる

気候変動に熱心な
議員を増やす

CO2を出
すと税金
がかかる

街全体
が緑に
包まれ
ている

空気が
きれい

マイボトルが
普及し、どこで
も水質のよい
水を入れられ

る

スーパーなど
の包装が今よ
り環境にやさ
しいものに
なっている

一人一人
の環境へ
の意識が
高まって
いる

川の水質
がよく
なってい
る

みんなで資源を
分けあえる

誰にとっても(世
代・性別・所属に関
係なく)優しい

エネルギーの自給自足
ができる

クーラーのい
らない夏が過
ごせる家に住
みたい。

車が不要な暮ら
しがしたい。

緑の多い
街したい。
（公園・緑
地）

子供がたくさん、
自家発電、緑が
たくさん、ロボッ

ト

CO2を吸収して
O2に変える機

械

少し不便でも
みんなが楽し
める暮らし

皆が同じ目標を
共有している

再エネが
増える

街路樹、壁面、
屋上の緑化

ソーラーシェ
アリング
（農地）

市内の住むコス
トが高くならな
いようにしたい

吉祥寺の一角が
エコな場所にな
ることでブラン

ド化

知ることが
大事。

そして情報
発信

地産地消
（食・エネルギー)

緑・自然が豊か
CO2見える化

暮らし方

買い物

情報

緑にあふれ
ている。空
気がよい。

オンライン αグループ

環境教育が老若男女すべての世代において浸透
し、それを踏まえた生活が武蔵野市民により実践

されていることが重要です。

次世代を担う子供達への環境や防災に関する教育はとても重要だと思います。自治
体が中心となって、有識者や企業等と連携して、市内の小中校でそういった授業が

展開できたらといいと思いました(既に実施されているかもしれませんが)



追加意見（会議後アンケートより）

令和４年７月26日 第１回武蔵野市気候市民会議 討議テーマ「2050年ゼロカーボンシティ実現後の武蔵野市の姿」

水素自動車がメ
インのモビリ
ティに

道路幅の拡大（徒歩、
自転車で移動しやすい

街）

さらに緑豊か
になっている
といい

道路下に発電
設備

電気自動車、水
素エンジン車が

走る街

太陽光パネルの普及
（再生資源使用しつ
つ低価格化されてい

るといい）

緑が増えた
町になって
いる

エネルギーの
地産地消
100％

友好都市との連
携

川上村
（長野県）

森林の再
生

太陽光は当た
り前

人・企業の流入

財政好調…
武蔵野市として
の投資（脱炭素
に資する）

2050年まで続く
ものとは？

ネガティブイメー
ジの払しょく

通勤通学のた
めの整備

使わないもの
を次の使い手

へ
ロッカー？

みんがやる⇒み
んながやりたくな
るような、まちに
良いことの仕掛
け・取組

（緑・花を増やす
など）

移動では、自転車を使
い、節電やリサイクル
が当たり前な町になっ
ていると思います

電力会社の選択が広
がる

エネルギー需要側
（世帯など）の見える

化

ガソリン車を使
わない移動手段
が当たり前

蓄電池
技術の進歩・
低価格

吉祥寺の特徴
角が多い：走りやすさ

⇒走りたい！

並木道の整備・
植生の管理

自然を楽しめる
サイクリング
ロード…他地域
との協働

衣類
長く使う

人とシェアでき
る

制服の
おさがりが足り前

（以前）
⇔ファストファッ
ション（現在）

譲りあう・
助け合う・
協力する

脱炭素に向け
た森林保全⇒
外来種の侵入
の防止

商品の過剰包
装がされてい
ないのが当たり

前

EV車の電源
も再エネ

コミュニティ内での
カーシェア

高齢者にも優しい

エネルギー

買い物

コミュニティ・暮らし・まちづくり

自然資源

移動 （自転車）

オンライン βグループ

単発の取組だと継続性や広がりに乏しいと感じました。脱炭素のアイデア同士を関係づけるこ
とで、より発展すると感じました（例：道路幅拡幅×植栽＝走りたくなる自転車道）。

脱炭素に取組んだことの実感が湧く仕組み
を作れると継続的に取り組める気がします。

脱炭素の取組を行う上で、ビジネスのテンプレートを活用することで持続性や
広がりが生まれやすくなると思います（例：マーケットイン、収益性を考える）

散歩や自転車利用促進のために、武蔵野市と近隣市町村のオ
ススメ散歩道や自転車道の紹介を頂くと良いかと思います。


